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F
が
生
れ
心

こ
と
が
査
一
ム
注
意
事
瓜

一て
く
る
.
従
っ
て
安
心
で
き
士
一

F

答

ソ

連
D
車
掴
曹
に
よ
る
も
の
一

躍
さ
ー
と
.
特
E
A刊
の
成
費
一

1.
m木
は
飲
ま
な
い
こ
と
一い
こ
と
に
な
る

・

一

一

ら

し

い

。

↑
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ealtitis-h司
Isi--sihyleft-
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1
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1
ih
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B
i
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tj
ft
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t
l
t
i

関
陣
度
の
関
連
性
(
実
験
場

↑

一

し
か
し
旧
草
度
分

二

干
三

回
期
品
納
期
で
す
。

析
か
世
界
の
]
何
処
で
行
は
れ
一

-

一情
度
以
前
三
四
民
分
V
E
対
L
一
皆
さ
ま
に
は
夫
々
租
準
帰
中

町
村

V
M
M

特
許
凶
一
納
税
に

つ
い
て
お
願
い

一口
立
広
域
内
盟
主
主
主
述

れ
な
い
も
む
か
)

一

・

一

情

に
あ
り
ま
す
。

一

円八日
い
滞
納
白
あ
る
方
も
今

北
海
道
品
調
小
笠
原
、
北
一

-

一

也

君

知

乃

一

川

山

げ

川

崎

再
窪
田
二
年
こ

、
は
警
産
さ
れ
る
好
識
と

シ
、

ヤ
刀
、
品
湖
で
あ
り
、
一

主
り
心
伐
を
ひ
た
す
内
祈
り
一
両
同
校
は
十
一
月
末
現
在
の
実
績
一大
目
標
本
ぞ
心
か
ぎ
は
、
か
か
一
も
思
わ
札
ま
ず
。

可
で
も
整
理

山、
t

一
V
A

』一
品
川
同
は
一
番

F
い
一
円
三
ざ
布
い
た
こ
、
-'一日溺〈
者
宅
一
:
咋
写
同
期
を
四
・
五
%
を
上
一っ

て
町
民
自
完
令
徴
程
に
あ
る
一
す
る
計
者
で
お
り
ま
す
唱
で
是

雨
、
雪
山
日
る
回
数
の
多
い
一
を
濯
え
、
町
内
出
皆
さ
ん
に
は
一
回
る
好
成
密
で
あ
り
ま
す
。
三
わ
け
で
、
定
末
を
「
納
夜
捕
詔
一非
共
誠
曹
主
も
っ
て
年
内
に
霊

処
が
多
い

.

一

昨

今

あ

わ
た
だ
し
い
毎
日
と
界
一
の

こ
と
は
町
政
に
対
す
る
町
民
一
月
間
」
と
し
て
強
力
た
徴
岐
磁
一
理
さ
れ
、
明
る
い
気
分
で
新
年

日
広
で
は
'
q
u
北
海
道
一
察
し
心
か
P
Q
認
苦
労
を
感
諮
い
一各
位
の
侍
別
白
調
理
解
と
包
協
一
保
を
惟
虐
す
る
所
存
で
お
り
ま
一
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
特
E
H
窓

@
東
京

②
鹿
児
島
町
瀬
正

し

ま

す

a

一力
に
よ
る
隠
と
深
〈
感
謝
す
る
一
す
.

一い
致
し
ま
す
@

一
次
第
で
一あ

り

ま

す

@

今
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二

十

五

日

は
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認
査
員
が
員
事
主
戸
別
に
訪
町
白
書

ι懸
案
で
あ
り
ま
し
一
才
以
上
回
方
を
招
待
、由宙

開
し
て
、
話
接
調
査
を
行
い
一

t
今
金
捕
の
水
久
福
田
強
設
ヱ
一顧
う
こ
と
に
な
っ
て
お
h

ま
す
・

調
室
内
容
は
批
帝
ム
一事
も
そ
の
後
順
調
に
準
み
、

明
一
自
で・

今
か
ら
充
分
体
に

員
、
土
地
、
ま
星
、
量
主
用一

z・

2
4各
種
に
わ
一

今

金

橋

渡

橋

式

た
っ
て
行
hr
ま

す

.

一

，

;

!

・

ヨ
一環
連
合
で
は
世
界

君

主

一る
式
切
な
認
査
で
す

か

ら

包

さ

一

色

体

保

有

者

調

査

一

三

夫

婦

八

十

八

才

以

上

招

待

の
発
漫
を
は
か
る
た
め
ず
毎
毎一

ん
由
御
協
力
士
担
額
い
し
ま
す
一
山
一
一
昨
保
有
者
に
つ
い
て
.
世
一

に
世
界
義
体
長
セ
シ
守
兵
(
農
一

な
お
、

調
査
は
次
む
よ
う
に
一
帯
、
共
有
者
、
軍
落
、
そ
の
一
年
八
月
竣
工
由
予
定
で
す
.

一
さ
れ
.
は
れ
の
翠
醤
式
巴

休
業
申
書
努
認
査
〉
を
実
施
し一
行

司

れ

ま

す

。

一

他

の
団
体
に
つ

い
て
面
接
調
一

こ
の
渡
橋
式
に
は
、
三
夫
揚
一人
で
も
長
〈
こ
の
栄
に
よ

て
い
ま
す
・

，

一ム
壷
安
調

査

一

査

を

行

い
ま

す

.

一

白

ほ

か

渡

橋

式

当

日

満
八
十
八
一れ
る
よ
う
お
頚
い
し
ま
す

昭
和
三
中
王
軍
は
そ
の
第
三
一

1
1
11
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1
1
11
1
1
1
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1
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1
1
1

一
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E
に
あ
た
り
ま
す
の
で
日
本
一

今

金

町

立

国

保

診

痔

斤

一

十

一
月
二
十
六
日
付
を
も
っ
て
一
な
こ
と
と
患
い
ま
す
・

セ
喧
め
世
界
百阜
市
タ
里
山
か
草
山

一

!

一
「
今
金
町
国
俣
病
世
田
」
と
し
て
一
家
庭
と
部
事
て
し
て
町

し
て

一
せ
い
に
諒
雲
行
わ
れ
一

一

病

院

に

昇

格

一開
設
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
・

一曽
ん
な
が
協
力
し
て
青
少

i

』
ま
す
。

こ
由
た
め
町
で
は

十

二

一

一

し

た
が
っ
て
竣
ヱ
に
よ
っ
て
一健
全
に
育
て
て
申
き
た
い

れ

7
n
一
自
に
準
冊
弱
査
を
・
明
隼
一
本
草
九
月
よ
り
越
投
申
で
あ
一ζ
と
と
な
り
ま
し
た
・

一
ペ
ツ

「
数
は
五
十
床
・

去
師
三
一で
す
・

J

一月

一
日
に
実
地
謁
査
を
行
い

一っ
た
今
金
制
国
員
健
策
保
険
直
一

i

こ
れ
に
倖
い
従
来
の
診
療
所
一
人
、
そ
む
他
抱
設
も
完
摺
し
て
一

次
に
こ
の
会
の
役
員
を

ま
す
が
、
自
玄
盛
業
の
買
意
士
一宮
診
療
叫
靖
寝
工
事
は
順
調
に
一よ
り
膚
誌
に
昇
陪
す
ベ
〈
道
知
一皆
憾
の
よ
い
病
院
と
し
て
診
銀
一ら
せ
し
ま
す
・

羽
ベ
て
今
後
心
腹
礎
資
料
と
な
一
進
み
予
宮
通
り
近
〈
唆
工
す
る
一事
足
申
請
中
で
あ
り
ま
し
た
が
一
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
草
し
た
一

会

毘

安
穏

副
会

畏

市

原

副
会
毘

加
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業
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場放送
十二月十七日開局

年内静局をめざし控室主由であった狩場監送局はこ由世
E完或生み、 いよいよ去る十二年十七日より開局いた ー

しました。
当日は式典Jげか午佳六時よワ今童小学校において 「
狩場放送局 唱間記念演芸会j(])企E主主主音が行われまし

た.ム惜し ものは浪曲i!l[島秀月 万才大平平次 揖

凡持 務J5三笠亭月右楽団 Vズムスタ二 ズ

戸{

局狩

ま
せ
ん
.

各
部
落
に
お
い
て
は
学
肢
を

単
位

ιし
て
小
地
域
毎
由
支
部

主
作
り
J
P
T
A
岳
民
が
支
部

一M
R
と
な
り
そ
の
下
部
組
織
に
車

青
少
年
由
心
身
田
詮
全
な
る
一b
か
子
供
会
と
か
そ
の
地
域
の

保
護
育
成
や
図
る
た
め
、
町
内
一
持
殊
性
に
よ
っ
て
自
主
的
に
組

の
各
機
関
、

一団
体
白
関
係
者
が

↑
織
化
し
て
指
導
に
あ
た
る
.

窪
々
協
議
し
た
結
果
去
る
九
月一

こ
れ
が
た
め
に
は
地
域
毎
毘

今
童
町
青
少
年
保
護
育
成
悔
議
一適
当
な
指
導
者
の
も
と
に
、
育

会
を
設
直
す
る

こ
と
に
な
り
ま
一少
年
自
身
が
選
味、

目
的
事
を

し

た

。

一

一
に
す
る
自
治
組
織
を
確
立
し

民皿
近
に
一一向
け
る
青
少
年
の
非
一
棺
豆
町
協
刀
、
理
解
を
深
め
、

一行
と
か
犯
罪
が
増
え
そ
れ
も
都
一
青
少
年
生
ζ

れ
ら
の
〆
ル
l
プ一

P

一市
よ
り
巴
舎

町
田
方
向
を
た
ど
一土
地
じ
自
然
に
善
導
す
る
よ
う
一

一り
つ
つ

品
り
ま
す
唱
で
今
金
町
一に
し
て
申
〈
。

一

一
全
体
が
共
同
し
て

『鴻
境
む
浮
一

文
家
廷
に
あ
っ
て
は
生
活
由
一

一化
』
生
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
一明
悶
化
を
図
り
、
幼
児
期
よ
り
一

一

黙
し
世
に

ニ
白
よ
う
な
生
が
一胃
恒
酬聞
に
至
ろ
ま
で
、
各
軍
令一

一出
来
た
か
ら
解
決
さ
れ
る
も
司
一新
に
応
じ
て
青
少
年
四
心
身
の
一

一で
な
〈
.
主
当
に
皆
さ
ん
の
大
一
育
成
上
民
意
す
.、
き
λ
体
的
指
一

一一ぎ
な
司
ゴ
e

」ぜ
な
け
れ
ば
な
り
一
導
方
法
や
穆
ず
-P

7
京弱
}

!
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E
 

る謹今
育金
成町
協青
議少
会年
生保

L 

一回
一
歳
末
助
け
合

五 連指

消訪車が通れるように :

除雪はみんなの手で

F 

一 色，--

い

い
よ
い
よ
年
の
酒
、
近
づ
い
て
怠
り
ま
し
た
。

F

今
年
も
例
年
E
お
り

『歳
未
劫
け
告
い
」
由
連
動
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.
暗躍
り
先
は
町
内
在
住
自
生
活

保
護
受
給
家
庭
や
そ
れ
に
準
ず
る
高
令
、
母
子
住
宅
等
主

た
町
骨
内
外
巴
長
期
入
民
知
寮
由
の
酒
窮
者
〔
今
金
町
長

〉
な
ど
で
あ
り
ま
す
.

今
革
白
遅
動
方
法
は
例
年
と
多
少
還
を
異
に
し
て
次
申

要
僚
に
立

η
事
業
し
ま
ず
か
ら
皆
さ
ん
白
骨
間
協
力
を
担
扱

い
し
ま
す

E

-

て

募

集
金
品

-F
引

一

掻

り

2h・
成
い
は
涜
免

十
円
、
う
も
い
ず
れ
で
も
都
合
由
民
い
方
マ
結
綿

で
す
.

一、

葬
唱
嬬
晴
十
二
月
十
四
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で
.

弓
部
落
、
町
内
会
民
又
は
役
場
社
会
践
ま
で
笥
届
け
蹟

い
ま
す
.
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